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○佐々木議長 皆さん、おはようございます。 

   昨日に続き、決算勉強会に伴う議員全員協議会を始めます。 

   まず初めに、昨日資料提出をお願いしていた子育て支援室のほうから、公立保育所職員数を

タブレットのほうに掲載しております。後でお目通しをお願いします。それと総務課のほうよ

り各支所の職員数ですね、職員数もタブレットのほうに載せておりますので、お目通しをお願

いいたします。あとはそれぐらいですかね。 

   それから、一本松支所のほうから、一本松ふるさと生活館利用状況などもタブレットのほう

に掲載しておりますので、後で目を通しておいてください。 

   以上です。 

   それでは、本日は特別会計、事業会計を行います。 

   本日、傍聴を許可しておりますので報告をしておきます。なお、決算勉強会終了後に議会協

議を行いますので、お知らせをしておきます。進行の要領は昨日のとおりですが、特別会計は

歳出全般、歳入全般の順で行います。質疑・答弁については自席にて挙手の上、議長の許可を

得て、着席のまま質疑・答弁をしてください。なお、休憩を取りますが、途中退席していただ

いても結構です。 

   それでは、配付しております時間割のとおり進めます。 

   まず初めに、国民健康保険特別会計を行います。補足説明ありますか。 

   飯田町民課長。 

○飯田町民課長 それでは、国民健康保険特別会計決算の概要を説明させていただきます。 

   令和５年度末の被保険者数は、前年度比１.３％、３８７人の減の５,４０８人で、総人口に

占める割合は２８.６％、前年度比１.３％の減となっております。町の人口は減少傾向にあり

ますが、国民健康保険被保険者数についても、緩やかな減少傾向にあります。 

   歳入歳出決算額は、歳入合計額２９億８９１万４,０５０円、歳出合計額２８億８,４０８万

５,００５円、差引額２,４８２万９,０４５円となり、これを翌年度に繰り越します。 

   初めに、歳出から説明させていただきますので、３２１ページを御覧ください。 

   １款総務費は、国保事務や県国民健康保険団体連合会への負担金に要する経費です。決算額

は１,１７２万７,５９６円で、前年度比９.７％、１２５万５,６８５円の減となっております。

主な減の要因は、令和４年度には賦課収納事務システム改修事業がありましたが、それがなく

なったということの減によるものです。 

   同ページ下段から３２３ページにかけての２款保険給付費は、入院・外来・調剤等の療養給

付費、診療報酬等審査支払手数料、受診時の自己負担額の１か月分が世帯主の所得、年齢に応

じた限度額を超えた場合に、超過額を支給する高額医療費などです。決算額は２１億５７３万

７,１８６円で、前年度比５.９％、１億３,１２３万４,８７２円の減となっております。減の

主な要因は、被保険者数の減によるものです。 

   同ページ最下段から３２５ページにかけての３款国民健康保険事業費納付金は、愛媛県から

示された額について、国保税を主な財源として県へ納めるもので、医療給付費分、後期高齢者

支援金等分、介護納付金分に分かれており、県全体の医療費等の見込額から県や国の公費を控

除し、残額を地域の年齢構成や医療費水準、所得水準を調整して算定されております。決算額

は７億１,９０９万２,８８３円で、前年度比０.６％、４２５万６,９９８円の減で、主な減の

要因は、愛媛県の算定によるものです。 

   同ページ下段から３２７ページにかけての６款保健事業費は、生活習慣病の早期発見と予防

のための特定健康診査、医療費の抑制・削減につなげるための保健衛生普及事業などによる経

費です。決算額は２,９４６万７,１８０円で、前年度比９.６％、２５７万５,０４７円の増と

なっております。主な増要因は心電図検査の対象年齢区分が増えたこと、毎年になったことに

伴う特定健診委託料の増によるものです。 
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   同ページ、９款諸支出金は、過年度に評価して交付を受けた医療給付費負担金の精算に伴っ

て発生した返還金及び直営診療施設勘定繰出金です。決算額は１,８０１万７,０５５円で、前

年度比４.７％、８９万１,２１２円の減となっております。主な減要因は令和４年度普通交付

金の３月概算請求額の差額の減や、保険税還付金及び病院事業会計補助金増の差引きによるも

のです。 

   次に、歳入について説明しますので、３１３ページを御覧ください。 

   １款国民健康保険税は、税務課長のほうから説明させていただきます。 

○佐々木議長 山本税務課長。 

○山本税務課長 税務課からは、国民健康保険税の状況について御説明いたします。 

   ３１３ページをお開きください。 

   令和５年度における国民健康保険税の収入済額は、４億３９０万６,８７１円で、前年度と

比較して３,１８８万１,０１８円、率にして７.３２％の減、収納率は９４.８６％で、前年度

と比較して０.３１ポイントの低下となっております。そのうち、現年度分は収入済額が３億

９,７７１万８,０５０円で、前年度と比較して２,６６７万９,７５１円、率にして６.２９％

の減、収納率は９８.２７％で、前年度と比較して０.０６ポイントの上昇となっております。 

   減収の要因といたしましては、社会保険への加入や７５歳到達による後期高齢者医療保険制

度への移行に伴い、国民健康保険の世帯数及び被保険者数が減少したことが主なものでありま

す。また、令和５年度末における国民健康保険税の収入未済額につきましては、２,０２７万

３,６８８円で、前年度と比較して８９万６７１円の減少となっております。 

   税務課からの説明は以上です。 

○佐々木議長 ほかに説明ありますか。 

   飯田町民課長。 

○飯田町民課長 引き続き私のほうから説明させていただきます。 

   ３款国庫支出金は、市町村が行う出産育児一時金の支給に係る事業に対して、臨時的に補助

するものです。決算額は５万５,０００円で、前年度はありません。 

   同ページ下段から３１５ページにかけての４款県支出金は、保険給付費等交付金、健康増進

事業費県補助金などで、保険給付費等交付金は普通交付金と特別交付金に区分されておりまし

て、普通交付金は医療費の給付に充てられるもの、特別交付金は特定健診の受診率や後発医薬

品の使用割合の指標などに応じて交付されるものです。決算額は２１億３,７０９万８,９０６

円で、前年度比５.７％、１億２,８４７万８,８６８円の減となっております。主な要因は、

被保険者数の減による保険給付費等交付金の普通交付金の減によるものです。 

   ６款繰入金は、国が示す基準に基づきまして、一般会計から繰り入れられた保険基盤安定な

どの法定繰入金、法定外のその他の繰入金です。決算額は３億２,０３０万６,０９３円で、前

年度比７.５％、２,６０６万１,９５０円の減となっております。主な要因は、保険税軽減対

象世帯の減による保険基盤安定の減や、国保会計の不足額を補うための、その他繰入金の減に

よるものです。 

   ３１７ページを御覧ください。 

   ８款諸収入は、延滞金第三者納付金や過年度精算等による収入です。決算額は１,４９６万

２,２３３円で、前年度比２７.７％、５７２万４,４４６円の減となっております。減の主な

要因は、令和４年度普通交付金の３月概算請求額の差額の減によるものです。 

   国民健康保険特別会計決算額の概要説明は以上となります。よろしくお願いします。 

○佐々木議長 ほかに説明ありますか。ありませんね。 

   それでは、歳出全般の質疑を行います。３２０ページから３２９ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

   金繁議員。 
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○金繁議員 ３２２ページの高額療養費なんですけど、主な高額療養の理由、分かればお願いしま

す。それから人工透析の患者さんが以前多くいて、町外まで通わなければならないような状況

だったんですけど、現在どうなっているかも併せて教えてください。 

○佐々木議長 飯田町民課長。 

○飯田町民課長 すみません。内訳、今持ち合わせておりませんので、後に報告させていただきま

す。申し訳ないです。 

○佐々木議長 後でよろしいですかね。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   那須議員。 

○那須議員 その高額療養費支出済額は２億８,７００万円で、この令和５年度から自動的にとい

うか、窓口に年間２,５００人の人が並んでいたのが、月平均２００人が来なくてよくなった

ということで、随分楽になったと思うんです。ただ、これは性善説に基づいておるんで、病院

で会計支払いをせずに帰ったとしても、病院からは自動的に県の国保会計に行ってそっちへ持

ってきて、病院代払わないのに高額療養費として、限度額を超えた分が戻ってくると、取れる

ということで、性善説に基づいておるので、税が最優先されるんで、税務課と一緒にこの辺は、

病院代払わない人は大体町税も滞納しとるだろうということで、連携してもらえませんかとい

うことはこのときに言ったと思うんですが、令和５年度は短いスパンではありますけれども、

そういう事例はありますかね。連携して税が最優先なので、高額療養費の中から取りますよっ

ていった例はございますかね。 

○佐々木議長 飯田町民課長。 

○飯田町民課長 お答えいたします。 

   税務課のほうとは常に綿密な連携を取っております。ただ、今回議員がおっしゃるようなパ

ターンは、なかったというふうに認識しております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 保険料の徴収のことなんですけれども、この手続について改善っていうのはされまし

たか。国保から社保に移った方が抜ける手続が済んでいなくて二重に取られていたという件が

あったと思うんですけど、そのチェックの体制っていうのは、確立されましたでしょうか。 

○佐々木議長 飯田町民課長。 

○飯田町民課長 御指摘の件、改善をしております。直後に改善をしております。具体的には、保

険証を返しに来た方については、チェックをし、チェックをしてその上で、保険は変わってお

りませんかというような確認をして、また持ってきたときに新しい、例えば国保から社保とい

うパターンであると、社保の保険証を持ってきていないと、国保の資格喪失届が出せないんで

すけれども、出していただけないんですけれども、そこら辺の後追いのチェックというのも、

必ず名簿につけて、台帳につけて確認をするようにしております。 

   そして後に１週間空きました、２週間空きましたということについては、御案内をこちらか

らするという体制を取っております。 

   以上です。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 分かりました。じゃあ、担当者代わってもちゃんと追跡できるシステムを構築された

ということでいいですね。ありがとうございました。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ほかにないようなので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。３１２ページから３１７ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 質疑がないようなので、これで国民健康保険特別会計を終わります。 

   次に、後期高齢者医療特別会計を行います。補足説明ありますか。 

   飯田町民課長。 

○飯田町民課長 後期高齢者医療特別会計の決算の概要を説明させていただきます。 

   令和５年度末の被保険者数は、前年度比２％、８５人の増の４,８１４人で、総人口に占め

る割合は２５.５％、前年度比の１.０％の増となっております。 

   町の人口は減少傾向にあるものの、後期高齢者医療被保険者数は緩やかな増加傾向にありま

す。歳入歳出決算額は、歳入合計額３億６,５５０万２,３９７円、歳出合計額３億５,３８１

万１,７３４円となっており、差引額１,１６９万６６３円は出納整理期間中に収納した保険料

で、これを翌年度会計へ繰越しし、保険料納付金として、保険者である愛媛県後期高齢者医療

広域連合へ納付いたします。 

   初めに、歳出から説明しますので、３５１ページを御覧ください。 

   １款総務費は、保険料の納入通知書や印刷代、保険証の郵便代など事務経費でございます。

決算額は１３２万４,３８４円で、前年度比１５.８％、１８万１,１２７円の増となっており

ます。主な要因は、被保険者数の増によるものです。 

   ２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳出額の９９.６％を占めており、徴収した保険料、

一般会計から繰入れした保険料軽減分の保険基盤安定負担金と、事務費負担金などです。決算

額は３億５,２４４万９,３３０円で、前年度比２.５％、８６１万９,４２１円の増となってお

ります。主な要因は、５年度毎に行う広域連合システムの改修に伴う事務費負担金の増による

ものでございます。 

   次に、歳入について説明しますので、３４５ページを御覧ください。 

   １款後期高齢者医療保険料は、税務課長のほうから説明させていただきます。 

○佐々木議長 山本税務課長。 

○山本税務課長 税務課からは、後期高齢者医療保険料の状況について御説明させていただきます。 

   ３４５ページをお開きください。 

   令和５年度における後期高齢者医療保険料の収入済額は２億２,２２９万１,７１０円で、前

年度と比較して７２万９,５００円、率にして０.３３％の増、収納率は９９.８１％で、前年

度と比較して０.０８ポイントの上昇となっております。そのうち、現年度分は、特別徴収の

収入済額が１億３,２９９万６２０円で、前年度と比較して６７１万８,２８０円、率にして５.

３２％の増、普通徴収の収入済額が８,９０４万６,７００円で、前年度と比較して５９９万９,

２００円、率にして６.３１％の減、収納率は９９.８２％で、前年度と比較して０.２１ポイ

ントの上昇となっております。増収の要因といたしましては、高齢化により、後期高齢者医療

保険制度へ移行した被保険者が増加したことであります。また、令和５年度末の収入未済額に

つきましては、３６万４,３８０円で、前年度と比較して１４万３,１８０円の減少となってお

ります。 

   税務課からは以上です。 

○佐々木議長 ほかに説明ありますか。 

  飯田町民課長。 

○飯田町民課長 引き続き私のほうから説明をさせていただきます。 

   ４款繰入金は、主に保険基盤安定事務費負担金で、愛媛県後期高齢者医療広域連合から通知
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のあった額を繰入れするものでございます。決算額は１億３,０７６万８,８９０円で、前年度

比６.４％、７８３万３,８５１円の増となっております。増の主な要因は、広域連合のシステ

ム改修に伴う事務費負担金の増によるものです。 

   ５款繰越金は、前年度の出納整理期間中に収納した保険料です。決算額は１,２３８万５１

７円で、前年度比３.５％、４４万６,６１７円の減となっております。 

   後期高齢者医療特別会計決算額の概要説明は以上となります。よろしくお願いします。 

○佐々木議長 それでは歳出全般を行います。３５０ページから３５１ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 質疑がないようなので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。３４４ページから３４７ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ないようなので、これで後期高齢者医療特別会計を終わります。 

   次に、介護保険特別会計を行います。 

   補足説明ありますか。 

   大間知高齢者支援課長。 

○大間知高齢者支援課長 失礼します。 

   令和５年度介護保険特別会計決算に係る介護保険事業の概要と、まず歳出について説明をい

たします。 

   主要施策の成果に関する報告書により説明をいたしますので、そちらの３６２ページを御覧

ください。よろしいでしょうか。 

   最初に、令和５年度介護保険特別会計の歳入決算額は３２億３,４６０万４,４９０円、歳出

決算額は３１億５,６９７万６５８円、歳入歳出差引額は７,７６３万３,８３２円となってお

ります。なお、剰余金のうち、介護給付費の精算により国庫負担金等４,０７４万５,１８５円、

支払基金交付金２,３７９万５,３１７円、地域支援事業の精算により国庫交付金等１０１万８,

６７９円、支払基金交付金２６万２,９８１円及び県費交付金５４万４,６９０円、総計で６,

６３６万６,８５２円を次年度において返還することとなっております。 

   次に、本町の第１号被保険者についてでありますが、令和５年度末の第１号被保険者数は８，

８６９人で、前年度から７４人の減となっております。第１号被保険者を前期高齢者と後期高

齢者で比較しますと、後期高齢者の割合が５５.５２％となり、後期高齢者の占める割合のほ

うがやや高くなっております。所得段階別の第１号被保険者数及び構成率は、３６３ページ上

段の表のとおりであります。 

   ３６３ページ中段、令和５年度末の要介護・要支援認定者数は、第１号被保険者・第２号被

保険者を合わせまして１,８５１人、認定率は２０.８２％、前年度に比べ認定者数は４人の減、

認定率はほぼ同率で推移をしております。認定区分別の認定者数及び構成率につきましては御

覧のとおりであります。 

   次に３６４ページ、介護給付費の状況を御覧ください。 

   令和５年度の介護給付費の総額は２８億９,４１４万６,９７５円で、歳出決算額の９１.６

７％を占めており、前年度に比べて２,２８６万９,０５１円の減、前年比９９.２２％となっ

ております。利用件数は８万８,４６９件で、前年度に比べて２,６６６件の減、前年比９７.

０７％となっております。第１号被保険者１人当たりの給付費額は３０万２,５１１円で、ほ

ぼ横ばいの状態で推移しております。 

   次に、３６５ページの地域支援事業費についてでありますが、地域支援事業は、介護予防・

日常生活支援総合事業、包括的支援事業、任意事業で構成され、高齢者が重度の要介護状態と
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なっても、住み慣れた地域で自分らしい生活を続けることができるよう、地域包括ケアシステ

ムの構築を目指し、取り組んでいる事業であります。 

   令和５年度の地域支援事業費の総額は９,９７５万６,５１５円で、前年度に比べて６５０万

３,７８２円の増、前年比１０６.９７％となっております。 

   概要及び歳出については以上であります。 

○佐々木議長 山本税務課長。 

○山本税務課長 税務課からは、介護保険料の状況について御説明いたします。 

   決算書の３６７ページを御覧ください。 

   令和５年度における介護保険料の収入済額は、５億２,４３１万１,６３０円で、前年度と比

較して９万１,４４５円、率にして０.０２％の増、収納率は９９.２９％で、前年度と比較し

て０.１９ポイントの上昇となっております。そのうち、現年度の特別徴収分の収入済額が、

４億８,７５３万８,６００円で、前年度と比較して３２９万８,１９０円、率にして０.６７％

の減、普通徴収分の収入済額が３,５７５万６,５２１円で、前年度と比較して４１２万１,３

７７円、率にして１３.０３％の増、収納率は９６.４９％で、前年度と比較して２.０２ポイ

ントの上昇となっております。 

   増収の要因といたしましては、被保険者数は減少しているものの、高い段階の被保険者が増

加したことや、収納率の上昇が主な要因であります。また、令和５年度末の収入未済額につき

ましては、３０７万２,７６１円で、前年度と比較して３８万５,０３０円の減少となっており

ます。 

   税務課からの説明は以上です。 

○佐々木議長 ほかに説明ありますか。 

   大間知高齢者支援課長。 

○大間知高齢者支援課長 同じく決算書３６７ページの下段、３款国庫支出金は、主に介護保険給

付費及び地域支援事業費につきまして、法定負担割合に応じて交付を受けているものでありま

すが、精算により次年度に額が確定することとなっております。 

   ３６９ページ下段の支払基金交付金及び県支出金も同様であります。 

   以上、令和５年度介護保険特別会計決算に係る概要等の説明といたします。 

○佐々木議長 それでは、歳出全般を行います。３７６ページから３８９ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 質疑がないようなので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。３６６ページから３７３ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ないようなので、これで介護保険特別会計を終わります。 

   次に、小規模下水道特別会計を行います。補足説明ありますか。 

   山本環境衛生課長。 

○山本環境衛生課長 それでは、令和５年度愛南町小規模下水道特別会計の決算について御説明い

たします。 

   本特別会計は、農業集落排水３施設、漁業集落排水施設４施設の健全な運営及び施設の維持

管理を図るため、施設の修繕をはじめ施設の清掃委託、各設備の保守点検や更新工事を実施す

ることにより、町内の生活環境の保全及び地域公衆衛生の向上を目的としております。 

   令和５年度の小規模下水道特別会計の決算は、歳入合計額２億７,５０８万４,４３５円とな

っており、前年度と比較して１億３,７３０万３,０４２円の増加となっております。また、歳

出合計額は２億７,３０１万６,６８７円となっており、前年度と比較して１億３,７２９万５
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５９円の増加となっております。主な増加理由としましては、令和４年度において、内海地区

の漁業集落排水施設の測量設計委託業務及び機械器具等の更新工事に伴う繰越明許費１億円

が要因となっております。 

   それでは、主な事業の概要を簡単に御説明します。 

   まず、歳出についてですが、決算書４１１ページ中段、維持管理事業ですが、令和５年度の

実績としまして、経常経費の光熱水費をはじめ、家串クリーンセンター計装盤内シーケンサ取

替１０２万３,０００円などの修繕費１５件、３３７万６,３４０円、各施設における清掃手数

料７９３万１,１３４円、全７施設の保守点検業務委託料１,４８３万９,０００円のほか、県

補助事業として、愛南地区漁村整備工事として機械設備２,６５０万円、電気設備８５０万円、

町単独事業として、広見クリーンセンター水中ミキサ取替え工事２０５万１,５００円のほか、

１件を執行しております。前年度と比較して３,５６６万９,９３４円の増加となっております。 

   なお、繰越明許分としまして、愛南地区漁村整備工事に伴う測量設計委託料４,３８９万２,

０００円、同工事の機械設備３,８９４万８,０００円及び電気設備１,７１６万円を執行して

おります。 

   続きまして、歳入を御説明しますので、決算書４０５ページ、そこにおきまして２款下水道

使用料及び手数料をはじめ、４款県支出金、５款繰入金、６款繰越金、７款諸収入及び８款町

債となっており、前年度と比較して、使用料及び手数料は令和６年度から公営企業会計への移

行に伴う打切決算において、３月請求分が未収となることにより２１３万３,３４０円の減少、

県支出金は令和４年度から令和５年度へ全額繰越により８,１００万円の増加、繰入金は歳出

の実績により５３０万円の増加、町債におきましては繰越明許分を含む下水道事業債、過疎対

策事業債及び公営企業会計適用債の活用により５,３２０万円の増加となっております。 

   以上、令和５年度愛南町小規模下水道特別会計の決算についての説明とします。よろしくお

願いいたします。 

○佐々木議長 それでは歳出全般を行います。４１０ページから４１３ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 質疑がないようなので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。４０４ページから４０７ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 浄化槽の使用料なんですけど、ごめんなさい、今小規模でしたね、まだ。すみません。 

○佐々木議長 那須議員。 

○那須議員 どことも２０年以上経過していますよね。水道なんかやったら老朽して漏水があった

りとかあるもんなんですけれども、この下水管っていうのは、どのぐらいのスパンで替えたり

修理したりというのが必要なんでしょうね。もう２０年たっていますよね。 

○佐々木議長 山本環境衛生課長。 

○山本環境衛生課長 現時点では管路等の修繕は一度も行ったことがございません。一応、耐震構

造になっていますので、５０年をめどに大体考えておりますので、５０年が耐用年数という形

で考えておりますので、今のところ修繕のほうは特に執行した経緯はございません。 

   以上です。 

○佐々木議長 那須議員。 

○那須議員 津波でやられますからね、本当は。５０年はもたんとは思うんやけど、そっか。すご

いな。 

○佐々木議長 よろしいですかね。 

   ほかに質疑ありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ないようなので、これで小規模下水道特別会計を終わります。 

   続きまして、浄化槽整備事業特別会計を行います。補足説明ありますか。 

   山本環境衛生課長。 

○山本環境衛生課長 それでは、浄化槽整備事業特別会計の決算について御説明いたします。 

   本特別会計も小規模下水道同様の目的としており、令和２年４月から新たに愛南町第２期町

営浄化槽整備推進事業を実施しております。 

   令和５年度の浄化槽整備事業特別会計の決算は、歳入合計額１億４,５１５万１,１０９円と

なっており、前年度と比較して１,９０２万４,７８３円の減少となっております。また、歳出

合計額は１億３,９３７万２６１円となっており、前年度と比較して２,３５７万５,７６７円

の減少となっております。主な減少理由としましては、近年の物価高騰に伴い、新築家屋数の

減少及び合併浄化槽への転換基数の減少に伴うものと考えております。 

   それでは、主な事業の概略を簡単に御説明いたします。 

   まず歳出ですが、決算書４３５ページ中段、浄化槽整備事業ですが、令和５年度の実績は浄

化槽施設購入費３９基、３,４１２万５,０００円、排水設備設置費補助金３７件、５６６万６,

０００円、単独槽・くみ取り槽撤去補助金７件、７０万円となっており、前年度と比較して２,

３０２万４,０００円の減少となっております。主な要因としましては、先ほど御説明したと

おり、近年の物価高騰などの影響により、新築件数の減少、また単独浄化槽等からの転換件数

が減少によるものと考えております。 

   また、同ページ下段、浄化槽維持管理事業ですが、浄化槽清掃手数料１,０６２基、３,３４

５万３,２００円、維持管理委託業務３,２２０件、２,５４３万８,６９４円、使用料徴収委託

業務９,６３０件、１４４万４,５００円となっており、前年度と比較して５６３万１,３８１

円の減少となっております。主な要因としましては、令和６年度から公営企業会計への移行に

伴う打切決算において、維持管理委託業務１,０９６件分及び使用料徴収委託業務２,１７９件

分の未払いによるものでございます。 

   続きまして、歳入についてですが、決算書４２９、４３１ページで、主な項目としましては

１款分担金及び負担金をはじめ、２款使用料、３款国庫支出金、４款県支出金、５款繰入金、

６款繰越金、７款諸収入及び８款町債となっております。前年度と比較して、分担金は設置基

数の減少等により１７４万６,１００円の減少、使用料は小規模下水道特別会計同様、令和６

年度から公営企業会計への移行に伴う打切決算のため６３１万６,８８０円の減少、国庫補助

金は設置基数減により１,０５０万８,０００円の減少、県補助金も同様に２４３万２,０００

円の減少、繰入金は歳出の実績により８６０万円の増加、町債は下水道事業債及び過疎対策事

業債の活用により合わせて６６０万円の減少となっております。 

   以上、令和５年度浄化槽整備事業特別会計の決算についての説明となります。よろしくお願

いいたします。 

○佐々木議長 それでは歳出全般を行います。４３４ページから４３７ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

   石川議員。 

○石川議員 ４３５ページの中段の浄化槽整備事業なんですけど、毎年浄化槽整備はしてきている

と思うんですけども、今現在の普及率といいますか、浄化槽を整備されている比率っていうの

は、幾らになっていますでしょうか。 

○佐々木議長 山本環境衛生課長。 

○山本環境衛生課長 今で第２期の整備事業計画のほうに入っておるわけなんですが、この期間は

令和２年度から令和１１年度までの１０年間で、設置基数計画は８００基という形になってお

りますが、今、令和２年度から令和５年度までの４年間の設置基数は２１５基でありまして、
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計画に対する整備状況は約２７％となっております。 

   以上です。 

○佐々木議長 石川議員。 

○石川議員 遅れているような気もするんですが、令和１１年ですか、８００基ということで、二

十何％ということでしょうけども、これ計画に対して、どういう形で推進していこうとしてい

るのか、お聞きします。 

○佐々木議長 山本環境衛生課長。 

○山本環境衛生課長 確かに今、年間８０基という形で、大体６０基ぐらいで推移はしておったん

ですが、令和５年度については３９基と、ちょっと設置基数のほうが減ったという形にはなり

ます。主な要因も地理的要件とか、いろんな要因もあるんではあるんですけど、今うちは一応

啓発という形で今ＰＦＩを使いました愛南ＳＰＣによる啓発活動、また町としてもかんきょう

かわら版を使った周知活動という形は行っております。ただ、なかなか先ほども言いましたよ

うに地理的要件等、また社会情勢の関係でなかなかちょっと進捗状況が遅れている状況でござ

いますので、そこら辺は補助金の拡充というのはなかなか難しいかもしれませんけど、そこら

辺も踏まえた上でＳＰＣと連携しながら、浄化槽整備の推進に努めていけたらという考えでお

ります。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 歳出ですかね。 

○佐々木議長 歳出です。 

○金繁議員 いいです、すみません。 

○佐々木議長 ないようなので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。４２８ページから４３１ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 歳入の使用料なんですけれども、町営住宅の浄化槽保守点検料なんですが、建設課と

もどういうふうに分担されているか分からないんですけど、その空き室が出た場合に、その部

屋の分もほかの入居者が払わないといけないので、空き家が出たら浄化槽保守料が高くなると

いう話を聞いたことあるんですが、それは御担当課としては、そういう何か規則みたいなのあ

るんですか。 

○佐々木議長 山本環境衛生課長。 

○山本環境衛生課長 本特別会計のほうは、住居または併用住宅を対象とした事業でございます。

町営住宅のほうはちょっと対象外にはなっていますので、そこら辺のところはまたちょっとこ

の事業とは違うというような形になっております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですかね。 

   ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ほかにないようなので、これで浄化槽整備事業特別会計を終わります。 

   次に、温泉事業等特別会計を行います。補足説明ありますか。 

   入江一本松支所長。 

○入江一本松支所長 それでは、決算書４３９ページ、温泉事業等特別会計歳入歳出決算書の概要

について御説明いたします。 



10 

 

   初めに、歳入から御説明いたしますので、決算書４４３ページを御覧ください。 

   １款営業収入の総額は６,６０９万４,２５８円で、対前年比１２３.５％、１,２５５万６,

６９７円の増、２款繰入金は３,１５０万円で、対前年比１１３.３％、３７０万円の増、３款

繰越金は５７９万６,６８４円で、対前年比８７.６％、８１万７,７３９円の減、４款諸収入

は１万７,６９０円であり、歳入総額は１億３４０万８,６３２円で、対前年比１１７.５％、

１,５３７万６,０４８円の増となりました。 

   繰入金の要因は、仕入材料や燃料費の高騰のほか、経年による施設設備関連の更新や改修に

よるものです。 

   新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、令和５年５月に５類に変更されたことで、

人の移動が活発になり、宿泊及び入浴客も戻りつつあるものの、経常経費の増加に伴い、依然、

厳しい経営状況が続いている状況でございます。 

   次に、営業収入の詳細について御説明いたしますので、４５３ページを御覧ください。 

   営業収入の柱である浴場使用料は２,７４８万５,３３０円で、対前年比１１３.３％、３２

３万１,０６３円の増、施設使用料は１,７８０万５,７０５円で、対前年比１２３.４％、３３

７万１,５７４円の増、事業収入は２,０３９万８,２７４円で、対前年比１４０.３％、５８６

万８９円の増、販売収入は４０万４,９４９円で、対前年比１３０.２％、９万３,９７１円の

増となりました。 

   この要因なんですが、四国遍路やスポーツ合宿による施設利用者の増加によるもの、また、

近年のサウナブームなどが追い風になっているものと考えております。 

   続いて、歳出について御説明いたしますので、４５７ページをお開きください。 

   初めに、１款総務費、１目一般管理費は職員給与費で５６９万４,０９６円、２款事業費、

１目一本松温泉あけぼの荘事業費は会計年度任用職員給与費及び施設維持管理費で８,６９８

万９,４８７円、そのうち１０節需用費は３,９０５万６,７５３円、対前年比１１５.１％、主

な要因については、仕入材料や燃料費の高騰、経年劣化に伴う修繕料によるものです。 

   １１節役務費は３００万２,８２２円、対前年比１０１.８％、主な要因は宿泊者増に伴うク

リーニング手数料の増加に伴うものです。 

   １２節委託料の総額は２３７万１８１円で、対前年比１１１.８％、内訳としましては、施

設清掃、電気保安業務、浄化槽及びサウナ設備保守委託料などです。 

   １３節使用料及び賃借料は１６１万６,４９９円で、対前年比９１.６４％、内訳は、寝具の

借上げ、放送受信料、玄関マットリースや各種冷蔵庫等のリース料となっています。 

   １７節備品購入費は２０４万７,２００円で、対前年比９５５.２％、増額の要因なんですが、

これについては経年劣化に伴う入浴料券売機２基の更新でございます。 

   １８節負担金補助及び交付金２万４００円は、町商工会及び南宇和旅館組合への負担金です。 

   ２２節償還金利子及び割引料３５７万８,２００円は、令和４年度分の確定申告及び令和５

年度の中間申告に伴う消費税の納付です。 

   以上、歳出総額は９,２６８万３,５８３円で、対前年比１１２.７％、１,０４４万７,６８

０円の増で、翌年度への繰越金は１,０７２万５,０４９円となりました。 

   おしまいに、入浴者及び施設利用者の状況について御説明いたしますので、主要施策の成果

に関する報告書３８８ページを御覧ください。 

   資料中段に掲載しております入浴者・施設利用者の内訳は、入浴者合計が６万９,８８５人

で、対前年比１１８.３％、１万７９９人の増、宿泊等の施設利用者合計が２万２,８５５人で、

対前年比１２４.７％、４,５３１人の増、施設全体では９万２,７４０人で、前年比１１９.８％、

１万５,３３０人の増となっています。これにつきましては、休業日数が５日間と少なかった

ことや、インバウンド効果による四国遍路、また、スポーツ合宿の利用などにより入浴及び宿

泊客が増加し、併せて喫茶等の利用も好調だったことが要因だと考えております。 
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   以上、令和５年度温泉事業等特別会計歳入歳出決算書の概要説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○佐々木議長 説明が終わりました。 

   それでは、歳出全般を行います。４５６ページから４５９ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ないようなので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。 

   ４５２ページから４５３ページまでです。 

   金繁議員。 

○金繁議員 詳しい説明どうもありがとうございました。収入も伸びて、繰入金も少なくなり、１,

０００万円ぐらいですかね、よかったです。 

   ただ、今も厳しい状況が続いているということなんですが、３９０ページ、ごめんなさい、

主要施策の説明なんですが、この部屋の稼働率はどのぐらいですかね。 

○佐々木議長 入江一本松支所長。 

○入江一本松支所長 お答えいたします。 

   稼働率については、休業日数から割り出しております。ちなみに令和５年度の休業日が５日

で、稼働率でいうと９８.６％、令和４年度の休業日が８日で、稼働率でいうと９７.８％で、

コロナ禍になりますが、令和３年度の休業日が１２９日ありまして、稼働率でいうと６４.７％

でございます。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

金繁議員。 

○金繁議員 ほぼ部屋はいっぱいという状況ですよね。実際私も、何回か友人のために予約をしよ

うと思ったら、いつも満室でした。ただ、泊まったお客さんから施設はすごくいいと評判だっ

たんですけど、値段これで大丈夫なのって言われました。３,６００円だったかな、すごい安

かったと。通院で泊まったんですけど、来年はＡＺができるので競争をどうしていくか、価格

帯どうするかということも考えていったほうがいいと思うんですけど、一方で満室、その稼働

率が低くなるということも考えられると思うんですが、その辺について何か考えていらっしゃ

るのか。 

   それからサービスについて、これだけ稼働率が高いとそんなに不満はないかもしれないんで

すが、ただ一般のその温泉施設、旅館、ホテルでは朝風呂に入って朝出発できるというのが普

通なんですけど、残念ながらお風呂は１１時からということで、仕事なりレジャーに行く前に

お風呂に入れなかったっていうお声ですとか、あと朝食がないんですかね、朝食が遅かったん

かな。それで出発前に取れないとかいうのがありまして、通常６時半とかにはね、御飯とかお

風呂も取れる状況だと思うので、その辺も今後検討されたらと思うんですけれどもいかがでし

ょうか。純然たるこれ民間事業なんで、公務としてね、公共施設としてやるっていうことの限

界もあるかとは思うんですけど、その辺いかがお考えでしょうか。 

○佐々木議長 入江一本松支所長。 

○入江一本松支所長 まず、利用料金とかに関してですが、一昨年の９月に条例の範囲内で入浴料

の改正を行いまして値上げを行いました。また、本年６月より宿泊料についても値上げを行っ

ておるところです。またそれ以降も、燃料や仕入れ材料の価格は高止まり傾向にありますが、

現在のところはさらなる値上げは考えていないのが現状です。ただ、レストランの価格帯につ

いては、今後、今仕入れ、お米の値段も高くなってきていますので、ちょっと内部で要検討が

必要であるということをこの間協議しているところです。 

   そのほか、また朝食の時間がちょっと通常７時半からを、今、あけぼの荘で予定しているん
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ですが、極力少しでも早くならないかってお客さんにはできる限り６時台とかで対応している

状況ですので、その辺はまた臨機応変に対応したいと考えております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

金繁議員。 

○金繁議員 少なくなったとはいえ、繰入金が３,１５０万円、町民が負担するということなので、

できたらこれをゼロにしていく方向で、もちろん努力はされているんですけど、価格帯という

のも見直して、民業とね、例えばゴールデンウイークとかお盆とか、ハイシーズンっていうの

は、もうほかの町内のホテルも１万円以上とか設定しているので、やはりそういう営業努力も

必要ではないかと。この３,０００万円をとにかく下げていくっていうことを、今後もお願い

したいと思います。いかがでしょうか。 

○佐々木議長 入江一本松支所長。 

○入江一本松支所長 お答えします。 

   議員おっしゃるとおり、町内の旅館組合のほうからその繁忙期の価格を見直してはという提

案もいただいておりますので、また今後の研究材料にしたいと考えます。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   石川議員。 

○石川議員 入浴者の中の町内の利用者のパーセンテージとか分かりますか。 

   結構町外から、町外っていうか宿毛のほうからでしょうけど、結構多いように聞くんですが、

実態としてどれぐらいの割合で来られているのかっていうのを。 

○佐々木議長 入江一本松支所長。 

○入江一本松支所長 町内外の割合までは、実際把握していないのが現状なんですが、聞くところ

によると、お客さん同士の話の中で聞くと、確かに四万十のほうの温浴施設が閉鎖したこと、

また宿毛のほうの温浴施設のほうもなかなか料金設定もということで、町外、高知県方面のお

客さんが多いということは見聞きしております。すみません、割合まではちょっと把握してお

りません。 

   以上です。 

○佐々木議長 石川議員。 

○石川議員 これまで、さっきも同僚議員が言ったんですけど他会計から、一般会計から繰入れと

いうような状況が続いているんで、町内と町外と、ある程度僕は料金設定を考えるか、もしく

は割引券にして、町内の人にはですよ、安くするっていう方法があろうかと思うんですけど、

高い設定にしといて、そういうこともちょっと検討する必要があるんじゃないかなと私は思う

んですけど、いかがですか。 

○佐々木議長 入江一本松支所長。 

○入江一本松支所長 なかなか差別化いうのは難しいかなと思うんですけど、今後また内部的にそ

ういうことも協議したいと考えます。 

   以上です。 

○佐々木議長 ほかにありませんか。ありませんね。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ないようなので、これで温泉事業等特別会計を終わります。 

   次に、旅客船特別会計を行います。補足説明ありますか。 

   伊田西海支所長。 

○伊田西海支所長 それでは決算書４６１ページ、旅客船特別会計歳入歳出決算書の補足説明をい
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たします。 

   まず初めに、本会計の予算現額は、歳入歳出それぞれ２,４７９万１,０００円で、決算収支

は、歳入が２,４８９万８,７０２円、歳出が２,４５８万７,０９０円で、歳入歳出差引３１万

１,６１２円の剰余金が生じています。 

   前年度決算収支と比較いたしまして、歳出の施設経営費修繕料が前年度よりも２５４万３，

６８６円増額し、歳入の繰入金が前年度よりも２７７万１,０００円増額となり、歳入が２８

９万５,３２８円、率で１３.２％の増、歳出が２７３万６８６円、率で１２.５％の増となっ

ております。 

   次に、決算の明細ですが、まず初めに歳出から説明いたしますので、４７９ページを御覧く

ださい。 

   １款１項１目一般管理費は、不測の事態に備えた保険関係費用で、前年度と同額の２８万５

２２円を支出しております。 

   ２款１項１目施設経営費の主な支出は、指定管理委託料が１,８００万円、瀬ノ浜施設修繕

が６件、２００万２８０円、旅客船修繕が９件、３７６万２,１７６円で、前年度と比較し２

７３万６８６円、率として１２.７％増の２,４３０万６,５６８円支出しております。 

   なお、令和５年度の主な修繕は、瀬ノ浜桟橋防舷材修繕１２８万７,０００円、ユメカイナ

操舵機シリンダー修繕１２６万５,０００円を実施しております。 

   次に、歳入について説明いたしますので、４７５ページにお戻りください。 

   ２款１項１目一般会計からの繰入金は、先ほど歳出で説明した施設経営費が前年度より増額

となり、前年度と比較し２２７万１,０００円増の２,４５６万５,０００円となっております。 

   ３款１項１目繰越金は、前年度からの繰越額、１４万６,９７０円です。 

   ４款４項１目雑入は、指定管理者が付保する船客傷害賠償保険料で、前年度と同額の１８万

６,７３２円となっております。 

   次に、令和５年度の観光船利用客数は、主要施策３９２ページのとおり５,００７人で、前

年度と比較し１,４０９人、約２２％の減となっております。要因は、夏季の繁忙期、台風６

号により７月３１日から８月１０日、台風７号により８月１３日から８月１５日の計１４日間

欠航になったことが要因と考えます。なお、前年の令和４年度は、この欠航となった期間に１,

７０２人が観光船を利用しております。 

   最後に、観光船事業は自然環境が大きく影響しますが、引き続き指定管理者による管理運営

の下、優れた観光資源として町内外に発信していきたく、観光客増加につながることに特化し

た取組を行っていきたいと考えております。 

   以上で補足説明を終わります。よろしくお願いします。 

○佐々木議長 説明が終わりました。 

   それでは、歳出全般を行います。４７８ページから４７９ページです。 

   質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 質疑がないので、これで歳出を終わります。 

   次に、歳入全般を行います。４７４ページから４７５ページまでです。 

   質疑ありませんか。 

   石川議員。 

○石川議員 ほとんどが旅客船ということで夏場がメインだというふうに認識はしておるんです

が、特に去年から１,４００人、２週間で１,４００人ということは１日当たり１００人ぐらい

は来られているというような計算にはなろうかとは思うんですが、冬場は結構海が澄んどった

りするんで、宣伝といいますか、冬場を利用していただくような何か取組はされておるんでし

ょうか。 
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○佐々木議長 伊田西海支所長。 

○伊田西海支所長 お答えいたします。 

   １２月から２月に関しましては、海中公園が発着する瀬ノ浜に関しましては、ほぼ波が高く

て出航はできませんので、西海支所裏のほうから越田沖のサンゴにしております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ほかにないようなので、これで旅客船特別会計を終わります。 

   続きまして、これから事業会計について行いますが、事業会計については決算書全般につい

て質疑を受けます。 

   まず、上水道事業会計についてを行います。補足説明ありますか。 

   中道水道課長。 

○中道水道課長 令和５年度愛南町上水道事業会計の決算について御説明します。 

   初めに、業務状況から説明いたしますので、決算書の２４ページを御覧ください。 

   まず、令和５年度末の給水人口は１万８,０３６人で、前年度に比べ４３０人減少しており

ます。 

   次に、年度末給水戸数は１万２１０戸で、前年度と比べて１０７戸減少しております。年間

配水量は２８９万９,００３立方メートルで、前年度に比べ８万９,５９８立方メートル減少し

ており、年間有収水量は２１１万２,５００立方メートルで、前年度と比べて３万９,０２３立

方メートル減少しました。有収率は７２.９％で、前年度より０.９ポイント改善しております。 

   次に、２５ページの事業収支に関する事項について御説明いたします。こちらは税抜きで表

記しております。 

   営業収益決算額は４億２,７１８万４,７１８円で、前年度と比べて１２６万５,３５２円の

増加となっております。その主な内訳は、給水収益が前年度に対し６３４万９,２８２円減少

の４億１,１５０万７,４３６円、他会計負担金は７６０万円増加の１,４９０万円で、消火栓

１５基の維持管理に係る費用を一般会計より受け入れたものであります。 

   次に、営業外収益の決算額は２億５,０９４万３,４６９円で、前年度と比べて５,３８８万

３,２３２円の減少となっております。減少となった主な要因としては、水道事業費の減少に

伴い、他会計補助金が減となったことによるものです。 

   次に、下段の支出でありますが、営業費用の決算額は６億２,０３３万２,５７９円で、前年

度に対し５,２１５万８,７２６円の減少であります。主な減少の要因としては、ダム水利施設

整備に係る負担金及び電力使用量抑制に伴う動力費の減によるものであります。 

   次に、営業外費用の決算額は、企業債償還利息４,０４８万２,２０２円及び雑支出１３６万

８,７６８円であります。 

   続いて、資本的収入及び支出について説明いたしますので、３３ページを御覧ください。こ

ちらは税込みで表記しております。 

   資本的収入の企業債は決算額２億２,８２０万円で、老朽管更新工事等の財源として財務省

から借入れしております。補助金は決算額１,４９７万円で、重要給水施設配水管布設替工事

に係る国庫補助金であります。 

   次に、支出でありますが、資本的支出の建設改良費の決算額は３億２,８４５万６,８２０円

で、内訳につきましては、委託料が防城地区配水管移設事業測量設計業務などで２,４６２万

１,０００円、工事請負費が老朽管更新事業として松本地区配水管布設替工事ほか５件で１億

７,４６５万円と、施設整備等更新事業として城辺・西海地区遠方監視システム機器更新工事

ほか６件の１億２,８８８万５,９００円を実施しております。 
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   なお、工事の詳細は２２から２３ページに載せております。 

   以上、簡単ではありますが、上水道事業会計決算の説明を終わります。 

○佐々木議長 説明が終わりました。 

   ただいまより質疑を受けます。 

   質疑ありませんか。 

   石川議員。 

○石川議員 １８ページなんですが、料金回収率が令和４年から令和５年で改善されているとは思

うんですけど、原価が、工事が大きい工事がなかったというのもあろうかと思うんですが、主

な要因は何でしょうか。 

○佐々木議長 中道水道課長。 

○中道水道課長 負担金の減と動力費の減によるものであります。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。ほかに。 

   金繁議員。 

○金繁議員 水道料金の値上げを来年度ぐらいに考えていらっしゃると思うんですけど、よく審議

会聞きに行くと、他会計からの負担金を減らしたいことを理由におっしゃられて、それは、独

立の会計なんで、当然目指すべきはそうなんですけど、これだけ過疎化してくると、なかなか

厳しく、これだけね愛南町のように広く山から海から端々まで広いと大変なんですが、水道料

金もこれ６３４万円も収入が落ちています。これを値上げで、５％値上げしたぐらいでとても

カバーできない、４億円の水道料金の５％値上げしたら２,０００万円程度しか上がらないん

ですよね。これ上がったらまた町民がまた節約さらに厳しくすると思うので、そもそも他会計

での繰越金をなくすということは不可能だと思うんですけど、どのぐらいまで他会計補助金を

低くしようと考えていらっしゃるんでしょうかね。 

○佐々木議長 中道水道課長。 

○中道水道課長 お答えします。 

   １００％を料金収入で賄うということはできませんので、他会計からの補助金をできるだけ

少なくしたいというところではありますので、それを審議会のほうでどれだけ上げたらどれだ

け他会計からの補助金が減りますよという案を示させていただいて、それで今回、審議会のほ

うから答申を頂いたということでございます。 

   以上です。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 そこは他会計出している町長との話合いがあったと思うんですけれども、私の質問は、

これ１億７,３６３万円、他会計から補助金出していますけど、これがどのぐらいまでにした

いから５％上げるんだ、当然ね、経営の視点からすれば、そういう数字は読んでいらっしゃる

はずなので、そこを端的に教えていただけたらと思います。 

○佐々木議長 中道水道課長。 

○中道水道課長 お答えいたします。 

   今回頂いた答申で、５年間で約２億４,０００万円の繰入れを減らすことができるという計

算になっております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   池田議員。 

○池田議員 いろいろと配水管の敷設工事を、老朽化の取替えとは思うんですが、されとると思う

んですが、大体どれぐらい、水道管給配水管の耐震はどれぐらいできているか分かったら教え
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ていただきたいと思います。 

○佐々木議長 中道水道課長。 

○中道水道課長 お答えいたします。 

   令和５年度末の決算値なんですが、町全体の管路耐震化率は３１.０５％、基幹管路耐震化

率は３２.３１％となっております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですかね。 

   ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ほかにないようなので、これで上水道事業会計を終わります。 

   最後になりますが、病院事業会計についてを行います。 

   すみません。その前に、先ほどの国民健康保険特別会計の町民課のほうより報告があります。

よろしくお願いします。 

   飯田町民課長。 

○飯田町民課長 先ほどの金繁議員からの御質問にお答えさせていただきます。 

   高額医療の内訳ということですけど、件数でよろしかったですか。件数、はい。 

   件数につきましては、令和５年度１万２,０２５件でございます。件数が１万２,０２５件で

ございます。そして、内訳もう一つ、その高額医療の病名であるとかというような内訳でござ

いますが、レセプトデータにつきましては全て町のほうに返ってきておるんですけれども、そ

れを１件１件病名を確認して集計はしておりません。ただ、５年度で作成したデータヘルス計

画において、その内訳というか、高額医療を使ったであろう入院とかの経費が示されておりま

して、大きく率を上げているものが、まずは１位が新生物、がんでございます。２位が循環器

系の疾患、あとは軒並み同じような数字ですけど、３位が筋骨格系及び結合組織の疾患という

ふうな内訳になっております。まず一つ内訳というのがその一つでございます。 

   そして、人工透析の方のことなんですけど、現在町内で６４名の方が人工透析を受けており

ます。そのうち、町外が１８名です。町内４６名、合わせて６４名の方々が人工透析を受けら

れております。 

   そしてこの人工透析なんですけれども、人工透析を受けられる方は、腎臓機能障害がある方

なんですが、身障者手帳の１級をお持ちの方になります。この事業自体は保健福祉課の自立支

援医療、更生医療の対象となるものでございます。国保の場合でいいますと７割を保険者がみ

る、その残りの３割につきまして、その方の所得に応じた自己負担金の上限額を超えた分をう

ちと関係するんですけれども、一般会計の重心医療のほうでみております。 

   お答えになっているでしょうか。以上でございます。お願いします。 

○佐々木議長 よろしいですかね。 

   次に、最後になりましたが、病院事業会計について行います。補足説明ありますか。 

   近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 愛南町病院事業会計です。よろしくお願いします。 

   令和５年度の収益的収入及び支出について補足説明させていただきます。消費税抜きの金額

で御説明させていただきます。 

   まず、４２ページの下段にあります、合算と表示した表を御覧ください。 

   令和５年度病院事業会計の費用合計は６億６,７１９万２８円で、前年度決算より１,４３５

万４,４８６円の増額となっております。そのうち、主な支出区分である医業費用を見ると、

病院分は５億４,８６２万５,９８２円で、前年度決算より６１９万４,７８０円の増額となっ

ております。また、診療所分は９,３２８万７,５３７円で、前年度決算より３１０万３,７５

２円の増額となっております。これらの増加要因としては、人事院勧告に伴う給与改定、看護
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補助者に対する処遇改善、会計年度任用職員への勤勉手当の引当計上など人件費の増加が影響

しております。 

   続いて、収入について御説明いたします。下段の合算と表示した表を御覧ください。 

   病院事業会計の収入合計は６億６,５６７万１,３６０円で、前年度決算より１,１０７万７,

４１４円の増収となっております。そのうち、病院の自主財源を表す医業収益を見ると、病院

の医業収益は３億１,３６８万６,４８４円で、前年度決算より４４３万４,８１５円の減収と

なっております。また、診療所分は５,０８３万７,４５５円で、前年度決算より４８万２,４

４６円の減収となっております。 

   病院事業会計への繰入金である一般会計補助金については、医業外収益として受けており、

病院分が２億２,４８５万４,０００円、診療所分が４,０８２万１,８０５円、合計２億６,５

６７万５,８０５円で、前年度決算より１,９７２万１,４９３円増額しております。この増加

要因としては、人事院勧告に伴う給与改定、看護補助者に対する処遇改善、会計年度任用職員

の勤勉手当の引当計上など人件費の増加、医業収益の減収に対する補塡が、主な繰入金増額の

理由となっております。 

   続いて、資本的収入及び支出について御説明いたします。 

   ７４ページを御覧ください。 

   病院建設改良費におきましては、造影剤注入装置等、医療現場において必要な機器の更新を

行い、給水設備改修工事の実施により漏水対策を行いました。また、電子カルテ等のリース債

務の支払いをしております。診療所建設改良費におきましては、卓上遠心機の購入を行いまし

た。また、電子カルテ等のリース債務の支払いをしております。 

   なお、今年度取得した資産の詳細は、２６ページ、２７ページを御参照いただけたらと思い

ます。 

   最後に、業務の状況について御説明いたしますので、２８ページ、２９ページを御覧くださ

い。 

   入院患者数は年間延べ１万５,９０９人で、前年度１万５,５０８人に対し４０１人の増加と

なり、病床利用率も７２.４％と前年度７０.８％から１.６％増加し改善傾向にあります。 

   続いて、３０ページ、３１ページを御覧ください。 

   外来患者数は年間延べ１万２,６８８人で、前年度１万３,４３８人に対し７５０人の減少と

なりました。減少要因としては、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種者数の減少に伴う

もの、また地域人口の減少に伴うものが挙げられます。 

   依然、厳しい経営状況は変わらないことから、今後も他の医療機関との連携を密にし、入院

患者を積極的に受け入れ、増収を図るとともに、医師、看護師等の医療スタッフを確保し、町

内唯一の療養病床を有する病院として、安定的な病院経営と地域医療のサービス向上に努めて

いきます。 

   以上で補足説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○佐々木議長 説明が終わりました。 

   ただいまより質疑を受けます。 

   質疑ありませんか。 

   石川議員。 

○石川議員 ４２ページなんですが、病院の医業収益、それと医業費用、診療所の医業収益と医業

費用なんですが、医業収益はかなり落ちているんですけど、これ入院とか外来の人が減ってい

るということかもしれませんけど、主な要因と、あと医業収益に比較して医業費用が減ってい

ないんで、これはどういうことかなと。 

   収益は減っているんですけど費用は変わっていないという状況になっておるんですよ、この

３年間見ると。 
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○佐々木議長 近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 お答えします。 

   入院収益なんですけれど、令和５年度は２億５,０５０万円と、前年度２億５,３３０万円か

ら比較し２８０万円ほど減少しています。 

   入院患者は令和５年度１万５,９０９人と、令和４年度１万５,８０８人から比較し１０１人

増加はしていますが、少し入院の患者さんの状態ですね、その入院単価の減少から、ちょっと

収益増とはなっておりません。 

   それと費用のほうは、先ほど補足説明もさせてもらったんですけれど、人件費、人事院勧告

に伴う給与改定、看護補助者に対する処遇改善と、あと会計年度の職員の勤勉手当など人件費

の関係が増加で影響しております。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   石川議員。 

○石川議員 今の説明だと、医業費用のほうは、本来、医業収益と費用が比例する形にならないと

いかんのですけど、給与費が上がったという説明だと思うんですけども、診療のほうの給与費

を見ると減っていると。病院会計のほうも、給与費も増えているとはいえ、１,０００万円ぐ

らいというような状況だと思うんです。私が比較しているのは令和３年と比較しているんです

けどね。 

   診療所のほうの給与費は３００万円ぐらい減っている。病院の費用は、これ１,０００万円

ぐらい増えているという状況なんですけども、医業収益の減り方に比べて、何かちょっとつじ

つまが合わないなっていう感じがするんですが。 

○佐々木議長 近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 お答えいたします。 

   先ほど言いよった給与費の関係なんですけど、人事異動の関係で、その年齢の高い方、低い

方、その給与の関係で増減があります。また、費用の関係で、収入と給与のほうはリンクしな

いというか、そういうふうに伴っていません。入院患者と材料費はリンクしているんですけれ

ど、給与のほうはそのほうにリンクしていません。 

   以上です。 

○佐々木議長 よろしいですかね。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 過疎の町で病院会計が赤字なの当然なんですが、一番大事なのは患者さんの満足度と

いうかね、ここの病院でお世話になってよかったって思ってもらえることだと思います。 

   そういう意味ではあんまり、残念ながら苦情的な話もちょこちょこ聞くんですけど、前から

ね、こういう場でも言っていますが、その内部の状況をよくしようという努力はどのようなこ

とをされているか。例えば職員さんから苦情なりいろんなお話を聞くと思うんですけれども、

それにどのように対応されているかという点と、それから看護師さん、それから看護の補助の

方の、今採用しても応募がないというような状況は現状どうなっているか、２点お聞かせくだ

さい。 

○佐々木議長 近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 職員の離職については、最近離職した職員おります。本人の体調や

家庭環境で離職いたしました。職員の面談については、全職員定期的に年４回行っています。

面談では、業務内容のほうはもちろんなんですけれど、環境の変化等も聞いております。 

   また、職員に業務内容のことや体調等で異変があった場合は、随時、面談を行っています。
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さらに職の離脱を考えている職員については、何度も何度も職員と面談を行っています。 

   今後も人間関係のよい職場、風通しのよい環境づくりに当病院は努めたいと考えております。 

   もう一点の御質問、今年度正職員で看護師３名、薬剤師１名を募集しておりましたが、応募

は全くありませんでした。 

   以上です。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 その原因は何だとお考えですか。もちろん人手不足というのも当然あるんですけど、

それ以外にも労働条件がよくないとか、環境がよくないっていうこともあるかとは思うんです

けども、そういうその労働環境の改善の声とか面談する中とかでは出てこないですか。出てき

ていないですか。 

○佐々木議長 近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 特に看護師のほうなんですけれど、なかなか募集がないということ

で、今回看護師長と私とで足を運んで、宇和島の看護専門学校とか幡多の県立の専門学校に足

を運んで、一応募集の営業というか、そういうふうなのに行きました。なかなか若い方がここ

の一本松病院療養型に来るっていうのは、ちょっとというふうなそんな感じで言われたんです

けれど、私なりに今、正職のほうが４５歳までというふうにしているので、そこをもっと年齢

を上げたら来るのかどうかちょっと分かりませんが、例えば都会で生活している方が家庭も落

ち着いて地元に帰ってそこで看護師として、看護助手で働けるのなら、例えば５０歳とか５５

歳とか、そういうことも考えていかなければならないと思っています。 

   以上です。 

○佐々木議長 那須議員。 

○那須議員 病院の評判というのは技術はもちろんですけれども、医者とか看護師の評判で決まる

場合も多いんですよね。あそこの病院は先生がええけん行くとかって、多分にあると思うんで

す。 

   私、監査しとったときに、監査で病院事務長は対面でやりますからね、今のじゃないですよ

５年度のとき、院長先生の評判がよくないと、遅くなって来るって、あれじゃいけんどって言

うんやけど、直りましたか。 

   あのね、私は宇和島の市立病院で長いことかかったんです。今も行きよんですけど、院長と

梶原院長というんですね、事務長と２人は朝７時半になったら、２階が受付窓口なんですけれ

ども、１５分立っておはようございます、おはようございますって２人が頭下げるんですよ。

７時半ぐらいになったらもう患者来ますからね。そういうところと９時になっても外を散歩し

よると、９時半なっても来んみたいな、やっぱりね、院長がそれでは駄目ですよね。 

   事務長から言えんかもしれんけども、直った、直っとったらええんやけども、これは困る。

高給取りよるのに。 

○佐々木議長 事務長答弁できる。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 那須議員、答弁のほうは控えさせてもらいますので、よろしくお願いします。いい

ですか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 先ほど私の質問に対して、看護師３名と薬剤師１名募集したけど、応募がない状況が

続いているということですよね。これもう何か月続いているのか。その間、やっぱり現在働い

ている人に相当しわ寄せというか、負担が重くのしかかっていると思うんですけれども、何か

こう悪循環にますますなってしまうんじゃないかと思うんですけど、もう早急に手を打たない

といけないと思うんですが、環境をよくするっていうのは時間がかかるとしても、給与アップ

するとか、先ほど年齢を上げるっていうのもその一つでいいとは思うんですけど、もっと柔軟
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に働けるようにするとか、相当抜本的に思い切ったことをしないと今働いている人が大変で、

ますます状況悪くなるんじゃないかと思うんですけど、年齢以外に考えられないですかね。そ

れと何か月こういう状態が続いているか、お願いします。 

○佐々木議長 近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 募集につきましては、今まで通常募集というふうに６月から７月、

８月だったんですけれど、総務課と協議して、この特別職と看護師とか介護士は、通年の募集

をできないかと今、総務課とのほうで協議中でございます。 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   ほかに質疑ありませんか。 

   近田国保一本松病院事務長。 

○近田国保一本松病院事務長 補足で今年度、看護助手で１人、パートで１名入っております。 

   以上です。 

○佐々木議長 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ほかに質疑がないので、これで病院事業会計を終わります。 

   以上で全会計が終わりました。 

   これで決算勉強会を終わります。 

   次に、協議会を行いますが、全員協議会の前に５分間休憩します。 

   暫時休憩します。 

（休憩） 

○佐々木議長 それでは、お疲れのところすみません。令和６年第１３回議員全員協議会を開会し

ます。 

   まず会議の始まる前にちょっとお願いがあります。本日の協議会は、裁判の判決についての

協議であります。各個人の発言には、個人名など十分気をつけて発言をされるようよろしくお

願いをいたしておきます。 

   それではまず初めに、１番の行政処分取消請求及び公文書全部開示請求事件についてを協議

いたします。 

   事務局説明をお願いします。 

   私のほうからちょっと読み上げます。 

   第一審の判決に対して判決を受け入れ控訴しないか、当方から控訴するか、２件とも控訴期

限は９月の２０日までになっております。この短い期間内に慎重に判断を行う必要があります。

３号判決内容は議会資料の１のとおりです。 

   まず皆さんに決めていただきたいのは、控訴するかどうかを決めていただきたいと思います。

御意見をお伺いします。 

   どうしますか。控訴するかどうか。 

   嘉喜山議員。 

○嘉喜山議員 その前に、８ページの一番下から２行目から、懲罰対象となる議員の一身上の事件

について何ら主張・立証を行わない、そうすると云々かんぬんとありますけど、これは主張は

全然行わなかったのですよね。その理由は、当然推測するに情報流出かと思いますけど、それ

でいいんでしょうか。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 私のほうからの説明につきましては、もう判決文についてはお示しをしておりま

すので、その内容を酌み取っていただくということで、詳しい説明は控えさせていただきます。 

   このことにつきましては、懲罰特別委員会の内容ということになりますので、かなりセンシ

ティブな内容が含まれているということで、御理解をいただきたいと思っております。 
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   以上です。 

○佐々木議長 那須議員。 

○那須議員 私は控訴すべきだというふうに考えております。 

   この懲罰委員会は、秘密会の扱いでやったものと記憶しております。私はその中の委員であ

ったんですが、うっかりとですね、一町民が来ておるのを知らずに懲罰委員会の内容をぽろっ

としゃべっただけで、だけで私は叱責の対象になり、新聞にも、当時のミヤニシ局長、私のこ

と嫌いでしたから書かれましたけれども、これがもし通るんであれば、私はそのときの叱責を

取り消していただきたい。でないと、私は納得できませんので、これは控訴すべきだというふ

うに思います。 

○佐々木議長 ほかに御意見ありませんか。 

   原田議員。 

○原田議員 この判決について、町の顧問弁護士はどのような考えを持っておるんですか。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 顧問弁護士のほうからは、弁護士としても納得できない部分はあるので、控訴し

たほうがいいというような内容だったと思います。 

   以上です。 

○佐々木議長 石川議員。 

○石川議員 納得しないというよりも、この裁判の中で、先ほど嘉喜山議員も触れられていました

けども、被告が立証しないと、行わないという判決になっていますんで、その辺りの弁護士の

見解がよく分からないんですよ。本来だったら裁判の中で立証すべきはするっていうのが弁護

士の立場だと思うんで、それで裁判が、この判決が納得いかんいうのは、我々が聞いても全然

納得がいかないというような状況になっているんですが、その辺りは、顧問弁護士は、どの点

について納得がいかんと言われとるんでしょうか。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 答えになるかどうか分かりませんけども、事実としまして顧問弁護士のほうには、

秘密会の議事録はお見せしておりません。実際裁判の中で主張するとしても、秘密会の議事録

の内容を漏えいするわけにはいかないので、主張については非常に難しかったと、そういった

事実はあるだろうというふうに想像できます。 

   以上です。 

○佐々木議長 ほかに。 

嘉喜山議員。 

○嘉喜山議員 だからやはり高裁できちんとそういった旨も主張した上で、こちら側の意図も酌み

取ってもらわないと、この判決では、そういった意図も酌み取られていないと僕は思うんで、

そこはやはり控訴すべきだと思います。それと、この愛南町の会議規則っていうのは、やはり

議長会から示されたものに基づいてつくられている以上、これ簡単に認めたら、全国的に影響

あるんですよ。だから、ここはきちんと控訴して、高裁の判決を受けるべきだと僕は思います。 

   以上です。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 私は、先ほどから出ています立証を行わなかったというこの顧問弁護士の方針という

のは、によってこれは裁判負けたわけで、これをこちらが控訴して、今度は立証しますってい

うわけにはいかないですよね。なので、控訴してもどっちみち負けると思います。そうすると

時間とまた町民のお金の無駄遣いになるので、私は控訴するべきではないと考えます。 

○佐々木議長 ほかに意見のある方ありませんか。 

   吉村議員。 

○吉村議員 今さっき聞いたんやけども、全国で何か同じような、同じ判例があるいうて、今さっ
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き休憩中に聞いたんですけども、あるの。事務局分かる。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 愛南町と全く同じ事例ではないんですけども、一つ判決を受けました判断といた

しまして、会議規則で秘密会であるということを根拠として情報公開開示をしないということ

については、否定された例はあると思います。 

   以上です。 

○佐々木議長 吉村議員。 

○吉村議員 とするならば、これ裁判いうのは、みんな素人やし、当然私もそうなんですけども、

判決いうのは判例に基づいて出るんですよね。その辺はみんな認識の上で、この結論はどうす

るかは、あれしていかないと、それで私そういう全く一緒やないけども似たようなあれがある

って聞いたから今質問したんですけども、いう方向になっていくと思いますよ。 

○佐々木議長 ほかに質疑はありませんか。御意見ありませんかね。 

   石川議員。 

○石川議員 先ほど嘉喜山議員も、この全国議長会の会議規則を愛南町も採用しているという前提

の下に、もしこれが結審してしまうと、全国にも及ぼす影響は大きいということですので、こ

れで本当に判例があるのかないのか。ほかの自治体で同じようなことが起こっているのかどう

かっていうのは、きっちり判例を示していただいて、こういう結審になっていますよというこ

とであれば、これ控訴しても無理かなとは思いますが、この今の状態で立証していないという

ことなので、そこの部分については控訴すべきだと思いますけど。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 顧問弁護士は弁護士である以上、当然判例はちゃんと調べて、確認して、訴訟を行っ

てこられたであろうと、そうでなければ弁護士の仕事をしないということになるので、当然調

べてやっていらっしゃると思います。その上で、それとは別にこの町の立証不足について全く

しなかったということなので、こちら側からその立証しなかったことを控訴するというのは、

ちょっとおかしい、笑われるんじゃないかなと私は思います。 

○佐々木議長 吉田議員。 

○吉田議員 非常に、私たちは法律家ではないんで、これ例えばこの判決をもって相談する、例え

ば、愛媛県なら愛媛県の町村議会の顧問弁護士っていうのはいないんですか。相談する場所は

ないんですか。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 議会運営について相談する機関としましては、確かに県の議長会とかあるんです

けども、こういった裁判事例になったものについては、やはりそれは各自治体の判断にお任せ

しますという答えになると思います。 

   以上です。 

○佐々木議長 山下議員。 

○山下議員 ちょっと確認なんですが、これ理事者のほうから議会の意見を聞いてくれということ

で、控訴する人、しない人の意見がありますよというのか、議会ではっきり結論を出すのか、

これ理事者の意見はどっちなんですか。 

   多分、理事者も決定をするときに議会のその意見を聞きたいいうことなんで、例えば理事者

が提案を控訴しないということで考えていても、議会が控訴するって言ったらするのか。そう

いうところもちょっと聞きたいとこがあるんで、理事者の考えはどうなのか。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 実際、裁判についてはあくまでも被告は愛南町です。ですけども、今回の事例に

つきましては、内容につきましては、全て議会の行政処分ということになりますので、控訴し

ないかするかという部分については、最大限配慮していただけるということだと思います。 



23 

 

   以上です。 

○山下議員 ということはもう議会で決めてくれっていうこと、これ。局長。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 私も理事者ではないんで、その断言はできませんけども、議会の意思を尊重して

いただけるというふうに考えております。 

   以上です。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 意思を尊重していただけるということで、というのも、やっぱりこれ訴訟費用は、こ

れ控訴して出すとしたら、これ議会の予算になるんですもんね。はい。確認でした。 

○佐々木議長 どうしましょう。もうほかに意見のある方。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 それしか方法がないね。 

   決を採っていいですか。もう今日決めないかんですね。 

○本多事務局長 控訴期限２０日ですから。 

○佐々木議長 ２０日なんで、期限が、期限が。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 次まで、ちょっとあれしますか。考えてもろて。もう今日決める。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 どうしましょう。１３日の朝までか、今日決めるか。 

   今日決めますか。そしたら決を採りましょうか。 

   決を採りましょう。 

   吉田議員。 

○吉田議員 決を採るのはいいんですけど、我々これだけの資料では全く何も分からずに、これで

決を採られて、白紙でいいんなら白紙に僕しますけど、もうちょっと何ていうんですかね、対

処の方法はないんでしょうか。 

○佐々木議長 中野議員。 

○中野議員 これ弁護士、控訴すべきみたいな意見なんですが、これ控訴して勝つ可能性があるの

かないのかみたいな、全然聞いていないんですか。控訴はええけど、もっと控訴して、もっと

決定的にみたいな話も思うんですが、そこら辺りは全然それは。 

○佐々木議長 分かりません、それは。 

○中野議員 もう全然分からんですか。 

○佐々木議長 はい、分かりません。 

   先ほど吉田議員が言われたように、議員さん、新人の方は全く知らんと思うんですよね。ほ

いでここでその人らにどっちにしようかっていうて決めてもらうのもなかなか、もう。 

○吉村議員 話の途中であれなんやけど、そうは言うたてそうなんやけど、でもそれ言いよったら、

私があれした部分らも知らん議員らが採決に入っとんですから、そうでしょう。 

○佐々木議長 じゃあ、決を採っていいですか。構いませんか。 

（「採りましょう」と言う者あり） 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 吉村議員。 

○吉村議員 控訴をするせんは皆さんの意思ですのであれですけども、これ本当に報道で全国放送

になりますよ。その辺をあれした上で判断してするしかないんじゃないですか。よく、納得い

かん部分も１００％、我々もある部分もあるんですけども。 

○佐々木議長 吉田議員。 

○吉田議員 今、吉村議員の言われたことは、要はこれは控訴したら全国の恥さらしになりますよ
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いうことですね。了解しました。 

○佐々木議長 今日決めますか。よろしいですか。決めましょうね。 

   そしたら決を採ります。 

   控訴するのに賛成の方は挙手願います。 

（挙手） 

○佐々木議長 １、２、３、４、５、６、７。 

   控訴しないという方は、挙手をお願いします。 

（挙手） 

○佐々木議長 ６人ですね。 

   そしたら控訴するということで決定をしました。よろしいですかね。 

   それから、２番目、損害賠償請求事件、これも４７号判決内容は議会資料の２のとおりです。

目を通していただいておると思うんですが、これも控訴するかどうかを決めていただきたいと

思います。 

   何か質疑のある方はありませんか、おりませんか。この件に関して。 

   嘉喜山議員。 

○嘉喜山議員 １２ページの下段で、申合せ資料の正式な開示決定通知が原告に到達した令和３年

１１月１９日まで６０３日間を要しているってなっていますけど、これ処理上、通常あり得な

いことなんやけんど、この理由の説明をお願いします。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 行政処分ができなかったという期間の関係なんですけども、この関係につきまし

ては、前段として、公文書開示請求の関係で行政裁判を行っておりました。松山地裁、そして

高裁まで行ったわけなんですけども、その期間が含まれているというふうに考えていただきた

いと思います。 

   以上です。 

○佐々木議長 ほかに質疑ありませんか。 

   金繁議員。 

○金繁議員 私はこれも控訴しなくていいと思います。控訴するとしたら、どの点についてするの

かというのはやっぱり議会としてはっきりしておいたほうがいいと思いますが、私はしなくて

いいと思います。 

   以上です。 

○佐々木議長 ほかに御意見のある方ありませんか。 

   鷹野議員。 

○鷹野副議長 これ、あのどんな内容かちょっと、内容かいつまんでちょっと説明してもらいたい

んやけんど。法律、自分全然分からんけん、何が問題になるのかっていう。 

○佐々木議長 新聞を読まれていると思うんやけど、新聞で報道されたとおりやろうと思うんです

けどね。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 それを読んでもろたら、大体内容は分かると思います。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 これもどうしましょう。 

   吉田議員。 

○吉田議員 私もこれ新聞記事を見ていないんですけど、少なくとも新聞記事ぐらいはちょっと見

させていただきたいんで、これで採決いうたら私は、ごめんなさい、ちょっと何とかできませ

んかね。 

○佐々木議長 あの、今からタブレットにちょっと載せますので。 
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   そしたらコピー。タブレットに載せる。 

   暫時休憩します。 

（休憩） 

○佐々木議長 それでは休憩前に引き続き会議を開きます。 

   それでは２番の損害賠償請求事件についてを議題とします。 

   この件について、先ほどタブレットのほうで目を通していただいたと思います。これについ

て控訴するかどうかを決めてもらいたいと思います。 

   御意見のある方、挙手をして。 

石川議員。 

○石川議員 まだ読み込めていない人もおると思うんで、議案で出したほうがいいと思います。 

○佐々木議長 最終日に、議案で出しますか。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 それでは、ほかに御意見ある方ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 それでは、議案で最終日に出すようにするようにしてよろしいでしょうか。 

   本多事務局長。 

○本多事務局長 議案として出すということは、執行部のほうから、今回この件について控訴した

いという理由を述べて出していただく必要ありますけども、その判断について議会に預けてい

るので、この場で決定していただくのが最善の方法かというふうに事務局としては考えており

ます。 

   以上です。 

（発言する者あり） 

○本多事務局長 事務局として控訴するということで、提案説明をすると思います。けど実際は、

その判断について議会にお任せしているということですので、この場で判断をしていただくほ

うがいいと思います。 

○佐々木議長 金繁議員。 

○金繁議員 確認なんですけど、今ここで控訴するかどうかを話し合って結論を出して、控訴しな

いということになれば、議案を出す必要はないいうことですよね。ここで保留してしまうと、

本会議で否決になろうと、いうことですね。分かりました。 

○佐々木議長 どうしますか。 

   那須議員。 

○那須議員 ５万円は補正の中に入っておるのかな。 

○佐々木議長 本多事務局長。 

○本多事務局長 損害賠償金の関係だと思うんですけども、予算上では、特にその補正予算とかは

計上しては、もちろんいないんですけども、その内容によって予備費で対応するとかいうこと

になるのかなと。もしくは現状の予算の中で対応するということになるのかなというふうに考

えております。 

   以上です。 

○佐々木議長 ほかに御意見のある方ありませんか。 

   なかなか御意見も出んようなので、ここで決めないかんのやけど、決めてよろしいですかね。

いいですか。 

   それでは控訴したいと思われる方は挙手をお願いいたします。 

（挙手） 

○佐々木議長 １、２、３、３人。 

   それでは、２番についてはどうも控訴しないのほうが多いので、控訴しないということでお



26 

 

願いをいたします。 

   続きまして、３番、その他ですが、防災・減災、国土強靱化対策の更なる推進を求める意見

書についてを議題とします。 

   吉田議員から、意見書について申出がありましたので説明を求めます。 

   吉田議員。 

○吉田議員 タブレットのほう見ていただいていると思いますので、今回の趣旨だけ述べさせてく

ださい。 

   国による令和７年度までの期間完了とする「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化

対策」終了がそろそろ近づいておりますので、これについてはさらなる推進を求めて、できれ

ば全員一致で提出をしていきたいというふうに考えております。 

   皆さんの御審議よろしくお願いします。 

○佐々木議長 説明が終わりました。何か質問ありませんか。 

   鷹野議員。 

○鷹野副議長 これは今からでも非常に必要なことであり、賛成すべきであると思います。 

○佐々木議長 ほかに御意見ありませんか。 

  那須議員。 

○那須議員 提出先、国土強靱化担当大臣っていう省はあるの。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 大臣じゃない。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 よろしいですかね。 

（発言する者あり） 

○佐々木議長 よろしいですか。 

   それではですね、提出者については吉田委員長のほうでよろしいでしょうか。 

（「はい」と言う者あり） 

○佐々木議長 そのように決定をいたしました。 

   賛成者、賛成者を吉田議員、よろしくお願いします。 

○吉田議員 賛成の方、ちょっと挙手をいただければもう全員の名前を出しますので。 

（「全員出したほうがいい」と言う者あり） 

○佐々木議長 全員出しますか。 

（「はい」と言う者あり） 

○佐々木議長 そしたら賛成者は全員ということで、よろしくお願いいたします。 

○吉田議員 よろしくお願いします。 

○佐々木議長 それでは３番を終わりたいと思います。 

   その他、何かありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○佐々木議長 ないようなので、これで全員協議会を終了したいと思います。長時間ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

議長 


